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ボーリング柱状図
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中
位

-0.10mまで40-0砕石。
以深シルト混り礫主体（建設発生
土）の盛土。
所々礫等の混入少なく、含水上位
で軟らかい。又、所々に凝灰岩屑
・コア長10cmのアスファルト・コ
ンクリート片が混る。

-1.95mまで茶褐色のロームでなる
。
以深粒径φ1～3mm主体の鹿沼土
。
多孔質を呈し、含水上位。
火山砂分多く、粒子はポロポロ状
を呈し、3割程度は潰れた状態。

ほぼ均質な火山灰質粘性土。

全体に含水・粘性上位。

少量の砂分が混る。

-6.80m付近より赤褐色のスコリア
粒が散在。

-7.20mより含水中位で、白黄色の
軽石粒が散在しやや硬い。

-7.90mより含水上位となり、腐植
物がやや多く混る。

-8.80mより腐植物混入少なく均質
を呈し、風化粘土化が進み非常軟
らかい。
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